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写真集『birds of silence』が好評を博した永禮賢、３年ぶりの個展 

 





展覧会概要： 

 

 

 

 

 写真家・永禮賢の三年振りの個展をご案内致します。 

 

 永禮賢は、1999 年のデビュー以来、一貫して自らの日常に存在する事物を主題として写真を発表し

続けてきました。ごく私的な閉ざされた空間、そこに射し込む柔らかな光、どことも知れない都市や

自然の光景、そこに暮らす人々と生物、その営みや微睡
ま ど ろ

み。彼は、そうしたあらゆる些細な存在を卓

越した技術で画面に落とし込んでいくことによって、従来の写真では表現できない、我々がこれまで

観ることのなかったこの世界の姿を、眼前に差し出してくれます。 

こうした彼の作品を、国内外問わず戦後の写真界において綿々と紡がれてきた「私写真」と呼ばれ

る潮流へと連ならせることもできるでしょう。しかし、感情の過度な発露や主観的な被写体への傾注

が顕著な、ドキュメントを軸に据えたこれまでの「私写真」に比べ、彼の写真は、自身が愛おしむあ

らゆる生きるもの、もしくは生きているという行為そのものが漠とした空間の中に静謐さとともに捉

えられており、私的な物語は湛えたままに、その先にあるより根源的な存在を我々に想起させます。

デジタル・カメラで捉えられたこれらの写真は、現代において小さな物語の断片と化していった表現

を、まるで短い言葉が連なって一つのストーリーが紡がれるかのように、ふたたび「生」を巡る大き

な  芸術という名の  総体へと回帰させるための契機を与えてくれているのではないでしょうか。 

 

 2006 年に発表され、木村伊兵衛賞候補にもなった話題の写真集『birds of silence』から四年。この

春に新作写真集の発表を控えた永禮賢の満を持しての写真展を、この機会にぜひご高覧下さい。 
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作家ステートメント： 
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見逃してしまいがちな何気ない日常の風景は、「生」の不思議さと美しさ、そして死を孕んだ静謐さに

満ちています。 

 

道端に転がる石ころ、玄関に並ぶ靴、出会う人々・・・その日常の全てが「生きている」ことに対する

問いそのものだと僕は思っています。 

 

その問いの先が知りたくてレンズを向けるわけですが、答えが見つかることは勿論ありません。 

同じところをぐるぐると回り続けるような作業に、時折絶望的な気持ちになりますが、それでいいと思

っているのです。 

 

なぜなら、「その問いと対峙し続け、照射される心の断片を編み続けていくことで、他者に触れ、生き

ている実感を得る」ことこそが何よりも大切だからです。 

 

そこで編み上げられた世界は小さな幻想かもしれませんが、そこから生まれる現実も時にあるでしょう。 

 

形あるものはすべて消滅していく。 

 

確実なのはそれだけで、その周りをぐるぐると回り続けていくことが僕にとって「生きていく」とい

うことなのです。 

 

 

 

永禮賢 



広報用画像： 

 

今回の展覧会の広報用として、下記の写真を印刷物、HP に掲載可能です。高精細のデータで貸し

出し可能ですので、ご希望の方は前述の担当者までご一報下さい。 

 
※ トリミングはご遠慮ください。  

※ タイトルや文字を画像が被らないよう、レイアウトにご配慮頂ければ幸いです。  

 

 
１. 2006 年撮影 デジタルカラープリント 

 

 
２. 2009 年撮影 デジタルカラープリント 
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